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発生後の対応までを含め 
「リスク」ととらえるべき

　一般的に「リスク」とは、すなわち文字どおり
「危険」を意味する。したがって「リスクマネジ
メント」は、「危機管理」である。
老健施設という施設形態が誕生した約30年前
は、高齢者施設におけるリスクといえば、主に転
倒などの施設内事故、それに関しての「家族への
対応」といった程度であった。しかしながら、社
会がより複雑化した現在、リスクとひと口にいっ
ても、カバーすべき範囲は広範である（次頁図
参照）。
　介護サービスは、人間と人間との関わりそのも
のであるため、故意ではなくともヒューマンエ
ラーはつきものである。しかも、環境リスクも含
めると、昨今では想定外の自然災害がいつどこで
発生するかわからない。
　したがって、リスク発生率を０％にすること
は絶対に不可能である。リスクとは、気をつけて
いても必ず起こり得るものであると覚悟しておく
ことが必要だ。ちなみに、過去に全老健で実施し
た調査研究事業等では、注意をすれば限りなく未
然に防ぐことができると思われる転倒・転落や誤
嚥性肺炎・褥瘡に関しても、「どうしても防ぐこ
とのできないケースは一定数ある」との事実が明
らかとなっている。
　もちろん、絶対に防げないものだと開き直るこ

概論

リスクマネジメントは
現代社会における組織の最優先事項

とは許されない。リスクが発生する要因を追求・
把握し、極力、未然に防ぐ努力は決して怠らない
ようにしなければならないのは、ここで改めてい
うまでもないだろう。
　そうした努力をした上で重要となるのが、リス
クが発生してしまった場合の対応策である。どん
なリスクであれ、発生後の対応いかんで、リスク
の規模を最小限に抑えられるか、さらに拡大する
かが決まってしまう。
　つまるところ、リスクとは絶対に防ぎきること
ができないものであるから、発生後の対応の不手
際までをも含めてリスクをとらえるべきである。

平時・緊急時・発生後 
フェーズごとの対応が必要

　次に、前記を踏まえた上で、リスクマネジメン
トの具体的なポイントを、フェーズごとにまとめ
ておきたい。

［フェーズ１：発生前（平時）］
　事故や苦情につながる原因、状態・状況を把握
する。例えば、ベッドやその他の家具、手すり等
の欠陥、間違ったケアの方法など、考えられる要
素を徹底的に洗い出す。できれば、定期的に行い
たい。
　自然災害に対しては、地域の過去の災害の歴史、
当時の被害状況の把握、土地の環境（地盤、立地
など）、施設建物の耐震度合いなどを調べておく。

また、施設全体での避難訓練の実施、災害発生時
のライフライン停止に備え、必要最低限の備蓄を
しておくことも必須である。さらに、地域や周辺
のサービス事業者等と、いざというときに協力体
制がとれるような関係を築いておくことも重要だ。

［フェーズ２：リスク発生（緊急時）］
　起こってしまったリスクを、まずは冷静に受け
止める。人命・安全を第一に考え、それに次ぐ重
要事項の優先順位を決めていく。起きたリスクに
関係するあらゆる立場から中立となり、全体像を
俯瞰することが求められる。
　自然災害においても、人命・安全第一は変わら
ない。指示系統を明確に統一しておき、責任者は
避難が必要か留まるべきか、迅速に判断する。

［フェーズ３：リスク発生後］
リスク発生により起こった事象（人的被害、物

的被害、風評被害など）への対応を行う。損害賠
償、信用回復のためにどうすべきか。対応いかん
では訴訟にまで発展する可能性があるため、あら
かじめ想定し得る事象のシミュレーションをして
おくことにより、実際に起こった際に慌てず対処
できる。場合によっては専門家の助言を得ておく
ことも有効だ。
　自然災害の場合は、被害状況を正確に把握し、

地元行政、医療機関、関係団体と連絡を取りつつ、
被害規模に応じた適切な事後処理を進めていく。
この段階でも人命・安全第一は何よりも優先する。

　以上、かくも多様な配慮が求められるのが、現
代のリスクマネジメントである。しかも、これら
をおざなりにすると、組織の存続にも関わる大問
題に発展しかねないのであるから、いまやリスク
マネジメントは、組織としての最重要事項である
といっても過言ではないだろう。
　しかも、リスクマネジメントを重視することは、
管理者側の立場の運営面だけのメリットのみなら
ず、ケアの質の向上にも直結するものである。そ
れは施設の信用を高めることとなり、そのまま利
用者の安心にもつながる。
　本特集は、そんなリスクマネジメントの大切さ
をいま一度確認していただき、自施設のリスクの
洗い出しのきっかけとなることを意図した。
　前半では、全老健が取り組むリスクマネジャー
資格認定制度について、本間達也副会長にその概
要と意義・効果などの解説をお願いした。後半で
は、すでにリスクマネジャーを配置しリスクマネ
ジメントに力を入れている2つの老健施設をレ
ポートする。

図　老健施設におけるリスクの例
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